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国際地域文化論専攻
竹中　興慈
TAKENAKA Koji 教授 生年月日 1948年5月6日
大学院国際文化研究科 国際地域文化論専攻
出身学校
愛知県立大学・外国語学部・英米学科 1971年 卒業
出身大学院
立教大学・文学研究科・史学専攻 修士課程 1976年 修了
一橋大学・社会学研究科 博士課程 1981年 単位取得満期退学
取得学位
文学修士 立教大学 1976年
社会学博士 一橋大学 1996年
略歴
1971年—1972年 学校法人内木学園中京女子高等学校　非常勤講師（英語）
1979年—1981年 立教女学院短期大学非常勤講師（米国史、国際関係論、専攻科　アメリカ研究）
1980年—1980年 東京大学アメリカ研究資料センター嘱託（高木八尺文庫資料整理）　嘱託
1981年—1997年 北九州大学外国語学部　講師、助教授、教授
1988年—1989年 シカゴ大学大学院歴史学研究科　フルブライト客員研究員
1994年—1994年 シカゴ、ニューベリー  ライブラリー　客員研究員
1997年—現在 東北大学大学院国際文化研究科　教授
1999年—2001年 東北大学評議員
2000年—2004年 川渡共同セミナーセンター長　センター長
2001年—2003年 東北大学大学院国際文化研究科長　研究科長
2010年—2012年 東北大学総長特認補佐　特認補佐
所属学会
日本アメリカ史学会, 日本アメリカ学会, 日本西洋史学会, 日本アメリカ経済史学会, 東北アメリカ学会, 日本
歴史学協会, 東北大学国際文化学会
学会活動
日本アメリカ学会　理事 (1998年-2010年) 1975年－現在
日本アメリカ史学会　副代表（2005年 10月-2007年 9月） 1976年－現在
日本アメリカ経済史学会　会長（2006年-2007年） 1976年－現在
東北アメリカ学会　副会長 (1999年-2001年）、会長 (2001年-2011年 ) 1997年－現在
東北大学国際文化学会　監査役 (2000年) 2000年－2001年
専門分野
アメリカ社会史  黒人史
研究課題
・シカゴ黒人ゲトー成立の諸問題
・現代アメリカ社会における「ワーキングプアー」
・アメリカ合衆国におけるエスニック状況
・W. E. B. デュボイスとグローバリズム
・アメリカ南部奴隷制社会におけるアフリカ系の宗教について
報道
「断面：　海外体験新制度に注目」（資料提供　新聞　『河北新報』） 2000年6月
とうほく（その他　新聞　『河北新報』） 2003年2月
学外の社会活動
LECTURE SERIES ON AMERICAN STUDIES, “The United States: Its
Present and Future” , James H. Madison, Professor and Chair, Department of
History, Indiana University, Bloomington, “The American Home Front during
World War II”　モデレーター（公開講座）
1998年2月 －1998年2月
「黒人のアメリカ」、PARC自由学校「アメリカって何だ」アジア太平洋資料セ
ンター（講演会  セミナー）
1998年10月－1998年10月
LECTURE SERIES ON AMERICAN STUDIES, “The United States: Its
Present and Future,” Hamilton Cravens, Iowa State University, 「1950 年以
降のアメリカ思想史の変遷」　モデレーター（公開講座）
1998年10月－1998年10月
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LECTURE SERIES ON AMERICAN STUDIES, “The United States: Its
Present and Future,” Martin Halpern, “Cold War America”　モデレーター
（公開講座）
1999年3月 －1999年3月
LECTURE SERIES ON AMERICAN STUDIES, “The United States: Its
Present and Future,” Teresa A. Meade, “Gender Studies in U.S. Colleges and
Universities"　モデレーター（公開講座）
2001年3月 －2001年3月
LECTURE SERIES ON AMERICAN STUDIES, “The United States: Its
Present and Future,” Mary Humstone, “Rural Architecture of United States”
　モデレーター（公開講座）
2002年2月 －2002年2月
Joseph M. Henning, St. Vincent University, “Expansion, Race, and Religion in
Early U.S.-Japan Relations”東北アメリカ学会, 2002年度年次大会総会記念講
演会　モデレーター（講演会  セミナー）
2002年7月 －2002年7月
LECTURE SERIES ON AMERICAN STUDIES, “The United States: Its
Present and Future,”Joseph M. Henning, St. Vincent University,“U.S. Tourists
in Meiji Japan” モデレーター（公開講座）
2003年2月 －2003年2月
国際理解教育研修会（その他） 2003年7月 －2003年7月
「総合的な学習の時間」施設訪問の受け入れ（小中高との連携） 2003年10月－2003年10月
LECTURE SERIES ON AMERICAN STUDIES, “The United States: Its
Present and Future,” Lon Kurashige, Washington University, “Racism and
the Internment of Japanese Americans During the Pacific War” モデレーター
（公開講座）
2004年3月 －2004年3月
LECTURE SERIES ON AMERICAN STUDIES, “The United States: Its
Present and Future,”Stuart Streichler, University of California, Santa Barbara,
“Law and Race in America” モデレーター（公開講座）
2005年2月 －2005年2月
Stuart Streichler, University of California, Santa Barbara,“The Supreme Court
in American Politics” 東北アメリカ学会, 2005年度年次大会総会記念講演会　
モデレーター（講演会  セミナー）
2005年7月 －2005年7月
LECTURE SERIES ON AMERICAN STUDIES, “The United States: Its
Present and Future,” Nahum D. Chandler, Johns Hopkins University, “W.
E. B. Du Bois and the Question of Modernity” モデレーター（公開講座）
2006年3月 －2006年3月
財団法人アメリカ研究振興会（その他） 2006年6月 －現在
Nahum D. Chandler, Johns Hopkins University,“’Invisibility’ and‘Double
Consciousness’: On the Intellectual Relation of Ralph Ellison and W.E.B. Du
Bois”東北アメリカ学会, 2006年度年次大会総会記念講演会　モデレータ （ー講
演会  セミナー）
2006年7月 －2006年7月
LECTURE SERIES ON AMERICAN STUDIES, “The United States: Its
Present and Future,” Dana Buntrock, University of California, Berkley, “The
Long and Short Lives of Buildings in Japan and California”　モデレーター（公
開講座）
2007年2月 －2007年2月
LECTURE SERIES ON AMERICAN STUDIES, “The United States: Its
Present and Future,” Stephen H. Sumida, Washington University, “’Hawaii!
Hawaii, Hawaii!: Three Views: Native, Tourist, and Nikkei” モデレーター（公
開講座）
2008年2月 －2008年2月
Henry William Bullamore,“Sustainable Urban Development,”東北アメリカ学
会, 2008年度年次大会総会記念講演会　モデレーター（講演会  セミナー）
2008年7月 －2008年7月
LECTURE SERIES ON AMERICAN STUDIES, “The United States: Its
Present and Future,” Paul A. Kowert, Florida International University, “
Leadership and Change in American Presidency” モデレーター（公開講座）
2009年3月 －2009年3月
Paul A. Kowert, Florida International University, “Danger, the Other, and the
American State”東北アメリカ学会, 2009年度年次大会総会記念講演会モデレー
ター（講演会  セミナー）
2009年7月 －2009年7月
LECTURE SERIES ON AMERICAN STUDIES, “The United States: Its
Present and Future,”Steven A. Nardi, New York City University,“The Making
of Harlem” モデレーター（公開講座）
2010年2月 －2010年2月
LECTURE SERIES ON AMERICAN STUDIES, “The United States: Its
Present and Future,” Sidney Louis Pash, “Containment, Rollback, and War:
American-Japanese Rlations, 1899-1941” モデレーター（公開講座）
2011年2月 －2011年2月
上杉　忍（北海学園大学）「本田創造著『新版　アメリカ黒人の歴史』岩波新書、
1991年、2008年（第 30刷）をいかに書き直すべきか──新自由主義  オバマ
時代のアメリカ黒人史」、2011年度東北アメリカ学会　年次大会、モデレーター
（講演会  セミナー）
2011年10月－2011年10月
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外部機関における活動
財団法人アメリカ研究振興会 評議員 2006年05月－現在
名古屋アメリカ研究夏期セミナー（ＮＡＳＳ）助言委員会 委員 2007年07月－2011年08月
学内活動
川北キャンパス合同棟改修委員会委員長 1998年4月 －1999年3月
学生生活協議会協議員 1998年10月－1999年3月
東北大学評議員 1999年4月 －2001年3月
川渡共同セミナーセンター長 2000年12月－2004年11月
大学院国際文化研究科長 2001年4月 －2003年3月
百年史編集委員会委員 2005年5月 －2010年3月
東北大学入学試験実施本部総務部出題班班長 2008年4月 －2009年3月
教育実習実施委員会委員 2009年4月 －2010年3月
東北大学総長特認補佐 2010年4月 －2012年3月
学位授与数
博士 4人
修士 29人
学士 0人
法務博士（専門職） 0人
修士（専門職） 0人
短期大学士 0人
準学士 0人
専門士 0人
論文博士 1人
国際会議　発表・講演
"Studies of African-Anmerican History in Japan: A Critical Review"["American Studies in the Era of
Globalization: Towards Cultural Tolerance," The 30th International Seminar, American Studies Association
of Korea]
(1995年10月13日 –- 1995年10月15日, 韓国 ,Kyongju) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
Section II: Society and Culture, Workshop Three　"Challenge to Over The Whiteness at Chicago in The
Beginning of The Twentieth Century"[Kyoto American Studies Summer Seminar]
(2000年7月29日 –- 2000年7月29日, 日本国 ,Kyoto) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
"New and Old Ethnic Politics in the United States"["23rd American Studies Forum in Hawaii"]
(2003年8月5日 –- 2003年8月14日, アメリカ合衆国 ,Honolulu) 口頭（一般）
Section II: Society and Culture, Workshop[Kyoto American Studies Seminar]
(2005年8月1日 –- 2005年8月3日, 日本国 ,Kyoto) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
"African-American Studies in Japan: A Critical Review, 2007"[An International Conference, "W. E. B. Du
Bois and the Quetion of Another World, II"]
(2007年6月6日 –- 2007年6月8日, 日本国 ,東京) 口頭（基調）
国内会議　発表・講演
「日本におけるアメリカ史研究の歴史と問題点」[アメリカ史研究者夏期セミナー]
(1976年9月4日 –- 1976年9月4日) 口頭（一般）
「1876年大統領選挙とテキサス  アンド  パシフィック鉄道」[アメリカ史研究会]
(1977年10月22日 –- 1977年10月22日) 口頭（一般）
「1910年代シカゴにおける黒人の就業構造の変化」[アメリカ史研究者夏期セミナー]
(1979年8月28日 –- 1979年8月28日) 口頭（一般）
「シカゴにおける黒人ゲトーの形成と不動産業者」[アメリカ経済史研究会年次大会]
(1981年5月15日 –- 1981年5月15日) 口頭（一般）
「『黒人ゲトー形成  発展史研究』のための方法論について」[第２回北九州アメリカ史研究会]
(1982年3月26日 –- 1982年3月26日) 口頭（一般）
「青柳清孝著『アメリカの黒人家族』について」[第 14回北九州アメリカ史研究会]
(1984年5月19日 –- 1984年5月19日) 口頭（一般）
「1970年代におけるアメリカ黒人史研究の動向について──アメリカにおける研究を中心に」[アメリカ
史研究者夏期セミナー]
(1984年8月29日 –- 1984年8月29日) 口頭（一般）
「日本における黒人史研究の史学史的検討」[第 16回北九州アメリカ史研究会]
(1984年9月25日 –- 1984年9月25日) 口頭（一般）
「日本におけるアメリカ黒人史研究の史学史的検討」[東京大学アメリカ研究資料センター研究会]
(1984年10月6日 –- 1984年10月6日) 口頭（一般）
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「独占資本主義確立期におけるシカゴ黒人ゲトーの形成──シカゴ食肉産業の独占化と階層分化を中心に
──」[日本西洋史学会第 35回大会（第 5部会）]
(1985年5月12日 –- 1985年5月12日) 口頭（一般）
「わが国におけるアメリカ経済研究の回顧と展望」[アメリカ経済史研究会年次大会]
(1987年11月28日 –- 1987年11月28日) 口頭（一般）
「アメリカ黒人の現状──北部大都市を中心にして──」シンポジウム「黒人の現在」[アメリカ学会第
24回年次大会シンポジウム「黒人の現在」]
(1990年3月30日 –- 1990年3月30日) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
「ゲトーの黒人政治の境界性」[アメリカ研究者夏期セミナー]
(1991年8月 –- 1991年8月) 口頭（一般）
「奴隷の文化──奴隷宗教との関連で」[「黒人研究の会　第 41回全国大会フォーラム＜Ｆ  ダグラス没
後 100周年記念フォーラム＞」]
(1995年7月23日 –- 1995年7月23日) 口頭（招待 特別）
「現代アメリカ黒人の貧困──現状と打開策について──」[アメリカ学会第 30回年次大会シンポジウム、
部会Ｄ「アメリカ史と貧困」]
(1996年6月16日 –- 1996年6月16日) 口頭（一般）
ミニシンポジウム　基調講演 [ミニシンポジウム　基調講演「シカゴ黒人ゲトーの成立と黒人政治家オス
カー  デプリースト」「多文化国家米国における学校の公共性論議に関する史的研究」平成 13年度—平成
15年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ）（１））（研究代表者　大桃敏行）]
(2003年12月24日 –- 2003年12月25日) 口頭（一般）
その他研究活動
清水知久、高橋　章、富田虎夫著『アメリカ研究入門』（書評） 1975年－1975年
「日本の『ルーツ』現象に思う」（その他） 1977年－1977年
北村崇郎著　『変わりゆくアメリカ──インサイド  レポート』（書評） 1981年－1981年
「北九州アメリカ史研究会」（その他） 1983年－1983年
青柳清隆著『アメリカの黒人家族』（書評） 1984年－1984年
池本幸三著『近代奴隷社会の史的展開』（書評） 1987年－1987年
高坂　昇著『アメリカの貧困と不平等』（書評） 1993年－1993年
ジョン  ホープ  フランクリン著、本田創造監訳『人種と歴史──黒人歴史家の
みたアメリカ社会』（書評）
1994年－1994年
「アメリカ史研究会発足前後のこと」（その他） 1995年－1995年
「第 30回韓国国際アメリカ研究セミナー参加記」（その他） 1995年－1995年
樋口映美著『アメリカ黒人と北部産業──戦間期における人種意識の形成』（書評） 1997年－1997年
ジャクリーン  ジョーンズ著、風呂本惇子他訳『愛と哀：アメリカ黒人女性労
働史』（書評）
1997年－1997年
樋口映美著『アメリカ黒人と北部産業──戦間期における人種意識の形成』（書評） 1998年－1998年
「第 23回ハワイ、ＣＡＰＥ、アメリカ研究フォーラム参加記」（その他） 2003年－2003年
日米文化教育交流会議（カルコン）関連「仙台という地における米国との交流」
（その他）
2004年－2004年
「仙台という地における米国との交流」（その他） 2004年－2004年
川島正樹編『アメリカニズムと「人種」』（書評） 2006年－2006年
「賽の河原の……」（その他） 2008年－2008年
マイケル  エリック  ダイソン著、藤永康政訳『カトリーナが洗い流せなかった
貧困のアメリカ』（書評）
2009年－2009年
有賀夏紀、紀平英作、油井大三郎編『アメリカ史研究入門』（書評） 2010年－2010年
ネル  アーヴィン  ペインター著、越智道雄訳『白人の歴史』（書評） 2012年－2012年
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）
（総合研究Ａ） 1986年4月 －1987年3月
[「1960年代のアメリカ合衆国史における多人種的社会構成と民衆運動に関す
る総合研究」]
基盤研究 (C) 2001年4月 －2004年3月
[「アメリカ社会における「白人性」成立の学際的総合研究」]
基盤研究 (B) 2009年4月 －2012年3月
[「１８  １９世紀の北大西洋海域における文化空間の解体と再生──「境界
域」の視点から──」]
基盤研究 (B) 2012年4月 －2015年3月
[「１８  １９世紀北大西洋海域における海民の文化空間と海のリテラシー」]
その他の競争資金獲得実績
学内特定研究 2000年4月 －2001年3月
[現代アメリカ合衆国におけるエスニック  グループ間の緊張関係に関する
研究]
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大学院重点特別経費 2001年4月 －2002年3月
[アメリカ合衆国史における「白さ」whitenessに関する学際的研究]
共同研究費 2001年4月 －2005年3月
[間大西洋アフリカ系諸社会における２０世紀＜個体形成＞の比較研究]
著書
1) 『コンサイス学習人名事典』（執筆担当部分）３０項目. [三省堂,(1978)11月]
竹中興慈、（安在邦夫、伊集院立、太田幸夫、佐藤和彦、中村　義、松本通孝編）
2) 『日本大百科全書』（執筆担当部分）黒人関係、アメリカ史関係 21項目. [小学館,(1985)]
竹中興慈
3) 『新アメリカ学入門──アメリカ研究邦語文献目録』（執筆担当部分）「黒人」　 21-22頁. [東京大学アメ
リカ研究センター,(1987)4月]
竹中興慈他（大原祐子編）
4) 『アメリカ社会史の世界』（執筆担当部分）第２部第４章　黒人ゲトーの成立と展開：20世紀初頭のシカゴ
の場合　 232-260頁. [三省堂,(1988)4月]
竹中興慈（本田創造編）
5) トーマス  ウェッバー著『奴隷文化の誕生──もうひとつのアメリカ社会史』. [新評論,(1988)12月]
トーマス  Ｒ  ウェッバー著、西川　進監訳、竹中興慈訳
6) 南北アメリカの 500年　第 3巻『19世紀アメリカの民衆の世界』（執筆担当部分）80-81頁. [青木書店,(1993)5月
]
竹中興慈（野村達郎編）
7) 『シカゴ黒人ゲトー成立の社会史』. [明石書店,(1995)3月]
竹中興慈
8) 『世界民族事典』（執筆担当部分）52-54，488，866-867頁. [平凡社,(1995)4月]
竹中興慈（梅竿忠夫監修）
9) ロナルド  タカキ著『多文化社会アメリカの歴史——別の鏡に映して』（執筆担当部分）571-632頁. [明石書
店,(1995)11月]
竹中興慈（富田虎男監訳）
10) 『人ある限り人権を。：いま人権は…世界の差別、日本の差別』（執筆担当部分）「複雑化するアメリカの人
種問題」. [反差別国際運動日本委員会発行,(1996)4月]
竹中興慈、武者小路公秀他 17名
11) 『アメリカ合衆国の歴史』（執筆担当部分）第４章　黒人奴隷制度  南北戦争  南部の再建. [ミネルヴァ書
房,(1998)4月]
竹中興慈（野村達郎　編著）
12) 『アメリカの歴史を知るための 60章』（執筆担当部分）130-133, 134-137頁. [明石書店,(2000)12月]
竹中興慈（富田虎男、鵜月祐典、佐藤　円編著）
13) 『アメリカを知る技法』（執筆担当部分）編集および執筆. [宝文堂出版,(2003)1月]
竹中興慈,野家啓一,岩渕康民編著
14) デイヴィッド  Ｒ  ローディガー著『アメリカにおける白人意識の構築──労働者階級の形成と人種』（執筆
担当部分）３章、８章、あとがき. [明石書店,(2006)8月]
竹中興慈、小原豊志、井川眞砂、落合明子
国際地域文化論専攻 0 – 5
竹中　興慈
15) 『地図で訪ねる歴史の舞台：　世界』（執筆担当部分）「リンカン─南北戦争分裂の危機」、131-134頁. [帝
国書院,(2007)3月]
堺屋太一、竹中興慈他著
16) 『アメリカの歴史を知るための 62章』第 2版（執筆担当部分）130-133，134-137頁. [明石書店,(2009)3月]
竹中興慈（富田虎男、鵜月祐典、佐藤　円編著）
17) 『20世紀＜アフリカ＞の個体形成：　南北アメリカ  カリブ  アフリカからの問い』（執筆担当部分）オス
カー  デプリースト:　政治家への軌跡、82-103頁. [平凡社,(2011)1月]
竹中興慈、（真島一郎編著）
研究論文
1) 「1910年代南部黒人の北部移住の構造」. [『一橋研究』, 4-1, (1979), 87-103]
竹中興慈
2) 「1910年代シカゴにおける黒人の就業構造の変化」. [『一橋研究』, 4-2, (1979), 101-118]
竹中興慈
3) 「シカゴにおける黒人ゲトー形成の社会史的考察」. [一橋大学大学院社会学研究科博士課程単位修得論文,
(1981), １-1377]
竹中興慈
4) 「黒人ゲトー形成  発展史研究のための方法論的覚え書き」. [北九州大学『外国語学部紀要』, 46, (1982),
133-156]
竹中興慈
5) 「シカゴ食肉産業における黒人差別── 1910年、20年代を中心に──」(上). [北九州大学『外国語学部紀
要』, 48, (1982), 157-214]
竹中興慈
6) 「アメリカ現代史のなかの黒人問題」. [『季刊 科学と思想』, 48, (1983), 647-662]
竹中興慈
7) 「シカゴ食肉産業における黒人差別── 1910年代、20年代を中心に──」(下). [北九州大学『外国語学部紀
要』, 49, (1983), 213-281]
竹中興慈
8) 「日本におけるアメリカ黒人史研究の史学史的検討」. [東京大学『アメリカ研究資料センター年報』, 7, (1985),
40-66]
竹中興慈
9) 「独占資本主義確立期におけるシカゴ黒人ゲトーの形成──シカゴ食肉産業の独占化と階層分化を中心に─
─」. [『日本西洋史学会第 35回大会第 5部会記』, (1985)]
竹中興慈
10) 「アメリカ合衆国における食肉産業の独占化──シカゴ黒人ゲトー形成の歴史的前提──」. [北九州大学『外
国語学部紀要』, 56, (1985), 73-147]
竹中興慈
11) 「黒人ゲトー成立にあたっての家族労働の役割── 1910年代シカゴを中心に──」. [北九州大学『外国語学
部紀要』, 58, (1986), 25-77]
竹中興慈
12) 「人種平等会議文書 (The Papers of the Congress of Racial Equality, 1941-1967)について」. [『1960年代の
アメリカ合衆国史における多人種的社会構成と民衆運動に関する総合研究』昭和 61年度—62年度科学研究費
補助金（総合研究Ａ）研究成果報告書　研究課題番号 61301048（研究代表者　本田創造）, (1988)]
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竹中　興慈
竹中興慈（本田創造編）
13) 「アメリカ経済史文献目録」. [静岡法経短期大学部『法経論集』, (61), (1989), 81-114]
竹中興慈
14) 「わが国におけるアメリカ経済史研究の回顧」. [『社会経済史学』, 55-1, (1989), 61-66]
竹中興慈、土屋慶之助、塩見治人、須藤功
15) 「アメリカ黒人の現状──北部大都市を中心にして──」. [北九州大学『外国語学部紀要』, 69, (1990), 1-42]
竹中興慈
16) 「1989年シカゴ市長選挙──未完の黒人市政──」. [北九州大学『外国語学部紀要』, 70, (1990), 61-116]
竹中興慈
17) 「シカゴ黒人ゲトーの形成と不動産業者」. [北九州大学『外国語学部紀要』, 71, (1991), 17-55]
竹中興慈
18) 「黒人政治の境界性──世紀転換期から 1930年代半ばのシカゴ黒人ゲトー──」. [北九州大学『外国語学部
紀要』, 73, (1991), 23-76]
竹中興慈
19) 「シカゴ黒人ゲトーの黒人教会」. [立教大学史学会『史苑』, 54-2, (1994), 158-168]
竹中　興慈
20) 「アファーマティヴ  アクション」、「アフリカ系アメリカ人」. [『NIRA: NIRA POLICY 政策研究』　総合
研究開発機構, 81 (10), (1995), 44-45]
竹中興慈
21) "Studies of African-American History in Japan: A Critical Review". [Proceedings of the 30th International
Seminar American Studies Association of Korea, American Studies in the Era of Globalization:Towards Cultural
Tolerance Proceedings of the 30th International Seminar American Studies Association of Korea, American
Studies in the Era of Globalization:Towards Cultural Tolerance, (1995), 97-100]
Koji Takenaka
22) 「フレデリック  ダグラスと奴隷の宗教」. [フォーラム＜Ｆ  ダグラス没後 100周年記念フォーラム＞『黒
人研究』, 65, (1995), 27-28]
竹中興慈
23) 「博士論文要旨　シカゴ黒人ゲトー成立の社会史」. [『一橋論叢』, 116 (5), (1998), 185-195]
竹中興慈
24) 「ワーキングプアー──:深刻化する現代アメリカの貧困と不平等」. [『東北大学大学院国際文化研究科論
集』, 6, (1998), 35-54]
竹中興慈
25) 「切り捨てられる人々:現代アメリカの貧困と不平等」. [平成 11年度国際文化研究科研究プロジェクト経費、
研究成果報告書、研究プロジェクト代表竹中興慈『アメリカとヨーロッパ-歴史  言語  文化』, (1999), 1-13]
竹中興慈
26) "Challenging the Whiteness in Chicago at the Beginning of the Twentieth Century". [Proceedings of the
Kyoto American Studies Summer Seminar, July 27-July 29, 2000, Center for American Studies, Ritsumeikan
University, (2001), 135-144]
Koji Takenaka
27) 「日本における「白人性」研究の現状と展望」. [『アメリカ社会における「白人性」成立の学際的総合研究』
平成 13年度—15年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）（２））研究成果報告書（課題番号 13610441）（研究
代表者　竹中興慈）, (2004), 31-65]
竹中興慈
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竹中　興慈
28) "Summary of Discussion". [Proceedings of the Kyoto American Studies Summer Seminar, August 1-August 3,
2005, Center for American Studies, Ritsumeikan Univerisity, Kyoto, March (2006), (2006), 149-150]
Koji Takenaka
29) 「デュボイスとデプリースト」. [北九州市立大学『外国語学部紀要』, 120, (2007), 145-185]
竹中興慈
30) 「アメリカ南部黒人奴隷のキリスト教化──文化間の解体と再生の視点から──」. [『１８  １９世紀北大
西洋海域における文化空間の解体と再生──「境界域」の視点から』平成 20年度—平成 23年度科学研究費
補助金（基盤研究（Ｂ））研究成果報告書　課題番号 20320120（研究代表　田中きく代）, (2012), 54-60]
竹中興慈
31) 「シンポジウムＢ　伝播する革命とアメリカ：　日本アメリカ史学会第 8回（通算 36回）年次大会報告」.
[『アメリカ史研究』, 35, (2012), 145-146]
竹中興慈
32) 「アメリカ南部アフリカ系奴隷のキリスト教化研究の課題と展望」. [『国際文化研究科論集』, 20, (2012),
45-57]
竹中興慈
総説・解説記事
1) コラム「奴隷共同体とその文化」. [青木書店野村達郎編　南北アメリカの 500年　第 3巻『19世紀民衆の世
界』, (1993)]
竹中興慈
2) 訳者「あとがき」. [明石書店『アメリカにおける白人意識の構築──労働者階級の形成と人種』, (2006)]
竹中興慈、小原豊志、井川眞砂、落合明子共訳
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